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具体的には，留学および将来の国際的な活動を含む，事前事後の将来計画作成を軸とし，次の４つの活動を参考として，

自身のキャリア・ライフプランを具体化する。①日本と対象国の比較調査，②本学若手教員，卒業生，留学経験者の講義，

③対象国のオンラインツアー，大学紹介，企業訪問，④対象国の学生とのオンライン交流 

 

グローバル理工人国内研修１B （Domestic Training for Global Scientists and Engineers 1B） 

太田 絵里 特任教授  村上 理映 特任准教授  伊東 幸子 教授  守島 利子 特任教授 

0-0-1 4Q 

同上 

 

アジア交流遠隔学習（Tokyo Tech-AYSEAS） 
（Remote learning program for international communication in Asia (Tokyo Tech-AYSEAS) 
中島  求 教授  林  宣宏 教授  中川 茂樹 教授  高木 泰士 准教授  

中薗 和子 准教授 西田 祐介 准教授  0-0-2  2Q 

3回程度の事前学習と6日間程度の本日程からなるプログラム。東南アジア（タイ，インドネシア，フィリピン，シンガポ

ール，ベトナム等）の他大学理工系学生とともに，企業，公的機関，大学等のスタッフによるレクチャー聴講やオンライ

ン見学を行うとともに，学生同士のグループディスカッションを基にテーマを決定し，最終日に発表を行う。グローバル

理工人育成コース 実践型海外派遣プログラムの一つ。 

 

      東北共修キャンプ（Tohoku Co-learning Camp） 

      山浦  弘 教授  0-1-0  4Q 

この授業では，留学生と国内学生が東北地方を訪問し，農業体験と震災学習を通して多文化交流を実践する。宮城県角田

市で行われる農業体験では，大都市周辺とは異なる日本の農村社会の伝統様式に触れることを通して，日本社会への理解

をより深める。震災学習では，2011年3月に起きた東日本大震災の被災地域や被災施設，研究施設等を見学し，地震，津波，

原発，防災について学ぶことをねらいとする。 

（ 87 ） 

Ⅷ 創造プロセス科目 
 

 
科学・技術の創造プロセス【理学院】（Processes for creation in science and technology【School of Science】） 

初年次担当主任  各教員  1-0-0  2Q 

本講義においては，初回の「理学院学生交流会」ののち，残りの６回を二つのラウンドに分け，数学系，物理学系，化学

系および地球惑星科学系の四つの系にクラス分けし，各系での少人数を対象とした講義，セミナー等の実地体験をする。自

分で考えること，教員と学生，学生同士で対話，議論することを重視する。また学問するとはどういうことか，さらには将

来の進路をどうするかを考える機会を提供する。 

 
科学・技術の創造プロセス【工学院】（Processes for creation in science and technology【School of Engineering】） 

山田  功 教授  藤田 英明 教授  府川 和彦 教授  福田 恵美子 准教授   

田中 義敏 非常勤講師  飯田 敏幸 非常勤講師  1-0-0  2Q 

科学・技術の創造プロセスにおいては，電気や機械などの単一分野だけでは社会ニーズにこたえられるような研究・開発

は不可能であり，多くの分野の融合的な協力が必要となる。また，研究者・技術者倫理に基づいた誠実な研究・開発活動を

行う必要があり，さらに，研究成果の保護と活用のためには特許などの知的財産管理・戦略も必要となる。本講義では工学

院に所属する５系（機械系・システム制御系・電気電子系・情報通信系・経営工学系）が系横断的に実施している最先端プ

ロジェクトを紹介するとともに，研究者倫理および知的財産関連について講義する。 

 
科学・技術の創造プロセス【物質理工学院】 

（Processes for creation in science and technology【School of Materials and Chemical Technology】） 

中嶋  健 教授  林  幸 教授 ほか 各教員  0.5-0.5-0  2Q 

本講義では，受講生を何班かに分け，身の回りで材料がどのように使われているかを，自ら物品を分解することを通じて

理解する。さらに，各材料分野の専門インストラクターが，使用した材料の物性と機能発現のメカニズムについて解説す

る。また，受講生は，少人数のグループとなり教員を訪問し，教員から出された科学・技術の創造プロセスに関する課題を

自ら調査，研究する。さらに，その課題について教員と学生，あるいは学生同士で対話，議論し，結果をレポートする。 

 

科学・技術の創造プロセス【情報理工学院】（Processes for creation in science and technology【School of Computing】） 

三好 直人  教授  下坂 正倫 准教授  室伏 俊明 准教授  田中 圭介 教授    渡辺 澄夫 教授       

1-0-0  2Q    

本講義では，情報化社会の先端的な科学・技術において，数理科学，計算（機）科学，情報工学の知見がどのように活か

されているかについて様々な事例を通して学修する。学士課程・大学院で学ぶ専門知識と理学／工学／社会科学などの他分

野および実社会との多様なつながりを知ることにより，情報理工学に関する幅広い視野を涵養することを目的とする。 

 

科学・技術の創造プロセス【生命理工学院】 

（Processes for creation in science and technology【School of Life Science and Technology】） 

山口 雄輝  教授  大窪 章寛  准教授  清尾 康志  教授  村上  聡  教授  田口 英樹  教授  

木村  宏  教授  1-0-0  2Q 
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緑色蛍光タンパク質（GFP）が光るしくみを物理化学，有機化学，生物化学等，様々な観点から考察し，「構造が機能を

つくる」ことを理解させる。分子模型や計算機等を使って学生自身が手を動かし考えることで，遺伝情報の流れ（セントラ

ルドグマ），タンパク質の立体構造やフォールディングのしくみ，発色団が蛍光を発するしくみ，蛍光顕微鏡の原理，バイ

オイメージングやセンシングへの応用等，多岐に渡るトピックスの直感的理解を目指す。 

 
科学・技術の創造プロセス【環境・社会理工学院】 

（Processes for creation in science and technology【School of Environment and Society】） 

鍵  直樹 教授  真野 洋介 准教授  沖 拓弥 准教授  海塩 渉 助教  田頭 まき 助教   

真田 純子 准教授  田中 由乃 助教  高橋 史武 准教授  1-0-0  2Q 

概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の各系に関係するものづくりについて，そのプロセス（計画，設計，施工・製

作，管理・運用）を体得する演習などを行う。 

ねらい：建築学，土木・環境工学，融合理工学の各系における，創造プロセスを演習などを通して理解する。 

到達目標：建築学，土木・環境工学，融合理工学に関わる創造プロセスの基本的事項と流れを理解できる。 
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Ⅸ 初年次専門科目 

 
【【理理学学院院】 

理学院リテラシ（School of Science Literacy）  

各教員  初年次担当主任  1-0-0  1Q 

本講義は，理学院に入学した新入生に対し，急速に進展しつつある現代の科学について，いろいろな分野の現状とその

体系，研究の進め方などについて触れる機会を提供する。さらに，将来に備え国際性および科学者倫理についての講義も

行う。また，理学院が関係する科学について，2Q で開講される「科学・技術の創造プロセス【理学院】」が実地体験の場

を提供するので，本講義に続き当該科目を受講することを強く推奨する。 

 

理学院専門基礎（School of Science Basic Course） 

2-0-0  3Q～4Q 

 3Q（第 1 回～3 回）数学系 

カールマン タマシュ 准教授 

 幾何学で重要な役割を担っている射影空間について，入門的な解説を行う。前半では，射影幾何学の起源と古典的な定

理を概説する。証明は可能な限り既習の知識の範囲で行う。ものの集まりがどういう形や構造を持つかは、現代の数学の

基本的な問題となっている。講義の後半では射影平面の形を考察し，その視覚化にはどういう制限がつくかに対して説明

する。 

 

 

 3Q（第４回～7 回）物理学系 

河合 誠之 教授 

 本講義では, 物理学の様々な領域に現れる「波動」について学ぶ。音波や光波といった馴染み深い例を用いて波の基本

性質を学んだ後, 質点系の運動方程式から波動方程式が導出されること, 波動方程式が電磁波を始め多くの波の運動を統

一的に記述することなどを学ぶ。さらに原子・分子をはじめミクロな粒子の運動を記述する量子力学においても波動が重

要な役割を果たすことや, 重力波や非線形波動など物理学の最先端においても波動が重要な役割を果たしていることを理

解する。 

 

 4Q（第 8 回～10 回）地球惑星科学系 

中本 泰史 教授  横山 哲也 教授  上野 雄一郎 教授  中島 淳一 教授 佐藤 文衛 教授 ほか 

 本講義は「地球惑星科学の最先端研究」をテーマに，これまでに地球惑星科学が歩んできた歴史をおさらいしつつ，地

球惑星科学系で行っている最新の研究成果を紹介する。そこでは，惑星形成の素過程，系外惑星，隕石の同位体分析，地

球・惑星・地球生物圏の進化，地球中心核の成長，地震・火山テクトニクスなど，惑星系から固体地球に至る広い時空間

スケールを対象にする。講義では，教員の体験談を交えながら，研究における柔軟な発想や多角的なものの見方の重要性

にも触れる予定である。 
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